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●
市
税
条
例
及
び
都
市
計
画
税
条
例

一
部
改
正

5

法
人
市
民
税
の
一
部
を
国
税
化

す
る
こ
と
に
よ
る
影
響
額
は
。

6

平
成
26
年
10
月
１
日
以
降
の
事

業
開
始
年
度
の
法
人
か
ら
影
響
が
出

て
く
る
。
25
年
度
の
決
算
見
込
み
額

を
も
と
に
試
算
す
る
と
26
年
度
に
つ

い
て
は
影
響
は
な
く
、
27
年
度
は
決

算
ベ
ー
ス
で
約
２
億
２
０
０
０
万
円

の
減
額
。
28
年
度
以
降
は
、
決
算
ベ

ー
ス
で
約
５
億
３
０
０
０
万
円
程
度

の
減
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

5

自
動
車
取
得
税
の
減
税
に
よ
る

交
付
金
の
影
響
は
。

6

予
算
ベ
ー
ス
で
は
、
25
年
度
の

２
億
４
０
０
０
万
円
か
ら
26
年
度
は

１
億
２
０
０
０
万
円
と
半
減
し
て
い

る
。

●
財
産
取
得
（
災
害
対
応
特
殊
救
急

自
動
車
及
び
高
規
格
救
急
自
動
車
）

5

救
急
自
動
車
の
落
札
率
は
。

6

落
札
率
は
24
年
度
は
99
・
５
％
、

25
年
度
は
96
・
75
％
、
26
年
度
は
99
・

94
％
で
あ
る
。

5

今
後
も
一
般
競
争
入
札
を
行
う

の
か
。

6

現
状
で
救
急
自
動
車
を
販
売
し

て
い
る
の
は
日
産
、
ト
ヨ
タ
の
２
社

の
み
だ
が
、
他
社
が
参
入
し
た
場
合

を
考
え
、
一
般
競
争
入
札
を
利
用
し

て
い
き
た
い
。

●
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
一
部
改
正

5

家
庭
部
門
の
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
が

９
割
近
く
増
加
し
た
最
も
大
き
な
要

因
は
、
人
口
の
増
加
だ
と
書
か
れ
て

い
る
。
市
民
が
、
ど
ん
な
に
省
エ
ネ

に
努
め
て
も
、
人
口
が
増
加
し
た
ら

目
標
が
達
成
で
き
な
い
。
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
相
反
す
る
結
果
に
な

り
、
矛
盾
が
出
て
く
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

6

第
１
期
計
画
の
策
定
当
時
と
違

っ
て
、
現
在
、
省
エ
ネ
機
器
の
家
電

や
ソ
ー
ラ
ー
等
も
普
及
し
て
き
た
。

人
口
が
ふ
え
て
も
結
果
的
に
Ｃ
Ｏ
2

を
横
ば
い
か
下
げ
ら
れ
な
い
か
と
い

う
両
立
が
、
技
術
革
新
に
よ
っ
て
で

き
る
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
今
回
の
計
画
で
は
、
特

に
家
庭
で
の
省
エ
ネ
を
ど
う
進
め
る

か
、
ど
う
事
業
と
し
て
展
開
し
て
い

く
か
を
考
え
た
。

5

企
業
に
対
す
る
Ｃ
Ｏ
2

削
減
の

取
り
組
み
の
お
願
い
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
進
め
て
い
る
か
。

6

企
業
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

に
対
し
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
主

軸
に
考
え
て
い
る
。
規
制
的
な
手
法

で
や
っ
て
い
く
こ
と
は
、
か
え
っ
て

社
会
の
活
力
を
損
な
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
認
識
で
い
る
。

●
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等

5

文
化
会
館
で
新
た
に
購
入
す
る

椅
子
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
す
る
の

か
。

6

椅
子
の
幅
を
広
げ
た
り
、
奥
行

き
を
、
後
ろ
に
圧
迫
感
の
な
い
よ
う

考
慮
し
て
選
定
す
る
。

●
こ
ど
も
ル
ー
ム
条
例
一
部
改
正

5

入
所
人
数
は
ふ
え
る
が
建
物
に

つ
い
て
は
今
ま
で
の
ま
ま
か
。

6

今
後
の
高
学
年
の
状
況
を
見
き

わ
め
な
が
ら
学
校
等
と
協
議
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
場
所
の
手
当
て
も
行

っ
て
い
き
た
い
。

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
設
備

運
営
基
準
条
例
制
定

5

こ
ど
も
ル
ー
ム
の
児
童
数
は
お

お
む
ね
40
人
以
下
と
す
る
と
あ
る
が
、

小
学
校
低
学
年
の
ク
ラ
ス
編
成
で
も

40
人
と
い
う
単
位
は
大
き
い
。
改
善

の
方
向
は
。

6

あ
く
ま
で
も
目
安
と
し
て
の
基

準
で
あ
り
最
低
基
準
で
も
あ
る
。
ル

ー
ム
ご
と
に
児
童
構
成
に
も
違
い
が

あ
り
、
特
別
な
支
援
、
配
慮
が
必
要

な
子
供
の
数
も
違
う
の
で
個
別
具
体

の
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

●
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
設
備

運
営
基
準
条
例
制
定

5

教
育
と
保
育
が
一
緒
に
な
る
こ

と
に
よ
る
問
題
は
な
い
の
か
。

6

保
護
者
も
幼
児
教
育
と
保
育
の

両
方
を
希
望
さ
れ
る
方
が
申
し
込
み

を
し
、
指
導
者
側
も
約
７
割
が
両
方

の
資
格
を
持
っ
て
い
る
。
当
初
は
戸

惑
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
経

験
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

●
地
域
型
保
育
事
業
設
備
運
営
基
準

条
例
制
定

5

居
宅
訪
問
型
保
育
の
可
能
性
は
。

6

具
体
的
に
は
な
い
と
想
定
し
て

い
る
が
特
別
な
事
情
が
あ
る
ケ
ー
ス

を
ケ
ア
す
る
た
め
準
備
は
し
て
お
く
。

●
特
定
児
童
福
祉
施
設
設
備
運
営
基

準
条
例
一
部
改
正

5

保
育
室
等
を
４
階
以
上
に
設
置

し
た
場
合
で
も
職
員
の
定
数
、
配
置

の
基
準
に
変
わ
り
は
な
い
の
か
。

6

保
育
士
の
数
を
割
り
増
し
す
る

こ
と
は
な
い
が
、
認
可
の
段
階
で
事

業
者
と
よ
く
相
談
し
て
い
き
た
い
。

●
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等

5

定
期
対
応
型
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
つ
い
て
、
利
用
者
を
確
保

す
る
ま
で
の
間
と
あ
る
が
単
年
度
な

の
か
定
員
が
20
名
に
達
す
る
ま
で
か
。

6

26
年
度
か
ら
の
３
カ
年
事
業
で

あ
る
が
、
開
設
後
２
年
間
の
補
助
で

あ
る
の
で
、
27
年
度
ま
で
に
開
設
さ

れ
た
事
業
者
が
対
象
と
な
る
。

●
公
設
市
場
移
転
計
画
の
中
止
に
伴

う
損
害
賠
償
請
求
裁
判
の
和
解

5

本
市
が
和
解
し
よ
う
と
い
う
意

思
を
見
せ
て
い
た
た
め
、
和
解
案
に

至
っ
た
印
象
を
受
け
て
い
る
。
判
決

を
出
し
た
上
で
、
損
害
賠
償
が
認
め

ら
れ
る
金
額
と
認
め
ら
れ
な
い
金
額

を
は
っ
き
り
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

6

裁
判
官
の
示
し
た
和
解
案
に
つ

い
て
は
、
最
高
裁
判
例
に
照
ら
し
て
、

本
市
に
か
な
り
不
利
な
状
況
に
あ
っ

た
。
今
後
さ
ら
に
継
続
し
て
い
く
こ

と
は
本
市
に
と
っ
て
有
利
な
状
況
に

な
い
と
判
断
し
た
。

5

今
後
市
場
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
を
し
っ
か
り
議
論
す
べ
き

だ
。
先
の
見
通
し
を
立
て
ず
に
現
地

に
費
用
を
投
入
し
て
も
、
市
場
の
問

題
は
解
決
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

6

市
場
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
市
場
の
あ
り

方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
継
続
し
て

考
え
な
け
れ
ば
と
認
識
し
て
い
る
。

●
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等

5

若
年
者
就
労
支
援
作
業
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
事
業
の
内
容
と
効
果
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

6

一
定
期
間
就
業
し
て
い
な
い
、

ま
た
は
自
力
で
就
職
活
動
で
き
な
い

若
者
を
対
象
と
し
た
事
業
で
、
就
業

意
欲
を
高
め
た
り
、
就
労
体
験
で
就

業
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

5

就
労
支
援
だ
け
で
な
く
雇
用
環

境
の
改
善
も
あ
わ
せ
て
行
う
べ
き
だ

と
思
う
が
、
他
の
業
種
、
機
関
と
の

連
携
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

6

近
隣
市
ま
た
は
商
工
会
議
所
や

事
業
者
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
労
働
基

準
監
督
署
等
と
年
１
回
の
連
絡
会
議

で
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

委員会審査委員会審査委員会審査委員会審査委員会審査
市長から提出された条例や補正予算などの

議案について、各委員会で審査された内容の

一部をお知らせします。

総

務

委

員

会

市
民
環
境
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

●Ｔｗｉｔｔｅｒ●
はじめました●

URL  twitter.com/kashiwa_gikai

◆仙台市議会では、大規模災害

発生の際の議会や議員の対応を

定めた「災害対応指針」「災害

対策会議設置要綱」を作成して

いる。閉会中は議員は震度６以

上で速やかに事務局へ安否連絡

を行い、地域の安全確保や避難

誘導に協力。事務局は正副議長

に被害状況や市の対応を速やか

に報告。正副議長は必要に応じ

て災害対策会議を設置し、市長

へ通知する等具体的な対応を定

めている。

◆気仙沼市は、仙台市以上に津

波の被害を受けた地域であり、

当時の議長の体験を詳細に聞く

ことができた。議会では東日本

大震災調査特別委員会を設置、

毎月11日に市当局との意見交換

を行っている。

被災した気仙沼市内の高校

【視察地・視察項目】

◎仙台市（宮城県）

災害対応指針及び災害対策

会議設置要綱

◎気仙沼市（宮城県）

震災時等における議会の対

応

本会議最終日、議員提出議案３件を可決し、国に意見書を提出いたし

ました。提出した意見書の概要は、以下のとおりです。

○手話言語法制定を求める意見書

手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、聞こえな

い子供が手話を身につけ、手話で学べ、自由に手話が使え、さらには手

話を言語として普及、研究することのできる環境整備を目的とした「手

話言語法（仮称）」を制定するよう強く求めるもの。
(内閣総理大臣・文部科学大臣・厚生労働大臣あて）

○義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書

子供たちの教育に責任を持つとともに、教育水準の維持向上と地方財

政の安定を図るため、義務教育費国庫負担制度を堅持するよう強く要望

するもの。 (内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣・文部科学大臣あて）

○平成27年度教育予算拡充に関する意見書

震災からの復興教育支援事業の拡充、保護者の教育費負担を軽減する

ため義務教育教科書無償給与制度を堅持、就学援助にかかわる予算の拡

充などの施策を講じるとともに、その施策の推進に係る予算の充実を図

るよう強く要望するもの。

(内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣・文部科学大臣あて）

視察報告視察報告視察報告視察報告視察報告議会
運営委員会

5月19・20日

議員提出議案 国へ意見書




